
「
麒き

麟り
ん

が
く
る
」特
別
企
画

山
県

歴
史
浪
漫

　
　
探
訪

明
智
光
秀
を
主
人
公
と
す
る
大
河
ド
ラ
マ「
麒
麟
が
く

る
」の
放
映
が
決
ま
り
ま
し
た
。

山
県
市
に
は
、
明
智
氏
の
本
流
・
土
岐
氏
の
最
後
の
本

拠
と
な
っ
た
大
桑
地
区
な
ど
や
、
光
秀
の
出
生
や
晩
年

に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
伝
承
を
残
す
美
山
地
域
中
洞

地
区
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

大
河
ド
ラ
マ
を
機
会
に
、
市
内
の
浪
漫
溢あ

ふ

れ
る
歴
史
を

紹
介
し
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課　
℡
22-

6
8
4
5

土
岐
氏
と
山
県

　
土
岐
氏
は
美
濃
を
地
盤
と
し
た
武
士
の
一

族
で
、
室
町
時
代
に
は
美
濃
、
尾
張
、
伊
勢

3
国
の
守
護
を
務
め
る
大
大
名
で
し
た
。

　
大
き
な
権
力
を
誇
っ
た
土
岐
氏
が
戦
国
時

代
に
拠
点
と
し
た
の
が
大
桑
地
区
で
す
。

　
1
5
3
5
年
の
長
良
川
大
洪
水
を
機
に
美

濃
国
の
守
護
所
が
置
か
れ
た
大
桑
地
区
は
、

当
時
栄
華
を
誇
っ
て
い
た
越
前
朝
倉
氏
の
拠

点
・
一
乗
谷（
福
井
県
）に
な
ら
い
、
城
下
町

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
桑
地
区
は
、
斎
藤
道
三
に
よ
っ
て
大
桑

城
が
陥
落
し
土
岐
氏
が
没
落
す
る
ま
で
、
土

岐
氏
の
最
後
の
拠
点
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
も
、
要
害
堅
固
な
山
城
で
あ
る
大
桑

城
跡
を
は
じ
め
、
土
岐
氏
の
菩ぼ

提だ
い
寺
で
あ
る

南
泉
寺
や
氏
神
を
祀ま
つ

る
十
五
社
神
社
、
さ
ら

に
城
下
町
の
内
と
外
を
分
け
る「
惣
構
え
」の

役
割
を
持
っ
た
四
国
堀
な
ど
、
当
時
の
面
影

を
残
す
史
跡
な
ど
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

養老山地
大垣市

十五社神社南泉寺

1 山県に残る偉人の足跡と伝承

【大桑城跡の絵図】
近世に描かれた大桑城の絵図で、天守台や台
所、馬場、岩門、切井戸、城へ至る道など、
城郭の縄張りを示す貴重な資料です。
また、下部には城下町の内外を隔てた四国堀
や越前堀のほか、六万墓などが描かれており、
当時の大桑地区の状況をよく伝えています。
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明
智
光
秀
と
山
県

　

土
岐
氏
に
は
多
く
の
支
流（
分
家
）が
あ

り
、明
智
光
秀
も
土
岐
氏
支
流
の
一
人
で
す
。

　
光
秀
の
出
生
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多

く
、
は
っ
き
り
と
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
山
県
市
で
は
、
中
洞
地
区
に
光
秀
の
出
生

や
晩
年
の
伝
承
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
土
岐
基
頼
と
中
洞

の
豪
族
・
中
洞
源
左
衛
門
の
娘
と
の
間
に
で

き
た
子
が
光
秀
で
、
娘
が
身
ご
も
っ
た
と
き

に「
3
日
で
も
天
下
を
取
る
男
子
を
」と
祈
っ

た
と
さ
れ
る
行
徳
岩
や
、
産
湯
を
く
ん
だ
と

さ
れ
る
井
戸
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
光
秀
は
山
崎
の
合
戦
の
後
故
郷
の

中
洞
に
落
ち
延
び
て
お
り
、
関
が
原
の
合
戦

に
参
戦
す
る
途
中
藪
川
で
溺
死
す
る
ま
で
生

き
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
地
元
の
白
山
神
社
に
は
光
秀
の
墓
と
伝
わ

る「
桔
梗
塚
」が
あ
り
、
毎
年
2
回
供
養
祭
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
山
県
」と
い
う
地
名
は
、
今
か
ら

1
3
0
0
年
前
に
作
ら
れ
た
現
存
す
る

日
本
最
古
の
戸
籍「
御
野
国
山
方
郡
三

井
田
里
戸
籍
」に
も
名
前
が
記
さ
れ
る

ほ
ど
古
い
歴
史
を
持
ち
ま
す
。

　
「
今
、
と
き
が
動
き
出
す
」は
、
山
県

市
の
長
い
歴
史
を
、「
古
代
」「
中
世
」「
中

世
・
近
世
」に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
魅

力
を
紹
介
す
る
、
歴
史
ス
ト
ー
リ
ー
ガ

イ
ド
で
す
。

　
今
回
紹
介
す
る
土
岐
氏
や
明
智
光
秀

に
つ
い
て
も
詳
し
く
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

岐阜城

大桑地区

四国堀

高富地区

岐阜市名古屋市

みやまの森展望台

六万墓

【大桑城跡（古城山山頂）から南方を望む】
大桑城跡からは、城下町が広
がっていた大桑地区や、土岐
氏が対

たい
峙
じ
した斎藤道三の拠点

である岐阜城（稲葉山城）、濃
尾平野から伊勢湾までを一望
することができます。
大桑城は、美濃国守護の拠点
にふさわしい、美濃から尾張
までを見渡せる位置に築かれ
ました。
大桑城跡へは、はじかみ林道
の大桑側入り口付近および、
はじかみ林道頂上付近の2カ
所から、登山道を通って行く
ことができます。

山県市歴史ストーリーガイド

今、ときが動き出す

A5版/16p

生涯学習課などで
配布しています。
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2
山県に残る光秀伝説

市
内
に
は
美
山
地
域
中
洞
地
区
を
中
心
に
、
明
智
光
秀

の
出
生
や
晩
年
に
関
す
る
伝
承
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
光
秀
が
、
美
濃
国
を
治
め
山
県
市
に
も
縁

の
深
い
、
土
岐
氏
支
流
の
出
身
で
あ
る
こ
と
と
関
係
が

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

本
人
や
親
族
の
墓
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
毎
年
2
回
供

養
祭
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
地
域
の
人
に
よ
っ
て
今
も
光

秀
の
伝
承
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
洞
地
区
は
明
智
光
秀
が
生
ま
れ
た
地
だ

と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

誕
生
地
と
さ
れ
る
白
山
神
社
に
は
、
光
秀

の
母
が
産
湯
の
水
を
く
ん
だ
と
い
う
井
戸

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
付
近
の
武
儀
川
に
は
、
光
秀
を
身

ご
も
っ
た
母
が
、「
た
と
え
三
日
で
も
天

下
を
取
る
男
子
を
」と
祈
っ
た
と
い
う
行

徳
岩
が
あ
り
ま
す
。

明
智
孫
十
郎
直
経
は
、恩
田
氏
の
出
身
で
、

明
智
光
秀
の
義
弟
と
伝
わ
る
武
将
で
す
。

本
能
寺
の
変
の
際
、
織
田
信
長
の
嫡
男
・

織
田
信
忠
を
攻
め
、
討
ち
死
に
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

孫
十
郎
直
経
の
墓
は
富
永
地
区
の
神
明
神

社
付
近
に
あ
り
、
父
母
と
本
人
、
妻
の
戒

名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

桔
梗
塚
は
明
智
光
秀
の
墓
と
言
わ
れ
、
塚
の
名
称
は
明
智
家
の
家

紋
が
桔
梗
で
あ
る
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
塚
は
、
光
秀
出
生

の
地
と
伝
わ
る
白
山
神
社
に
隣
接
す
る
林
の
中
に
あ
り
ま
す
。

桔
梗
塚
の
あ
る
中
洞
地
区
に
は
、「
山
崎
の
合
戦
で
死
ん
だ
の
は

影
武
者
で
、
光
秀
本
人
は
生
き
延
び
て
郷
里
中
洞
に
落
ち
延
び
、

身
代
わ
り
と
な
っ
た
影
武
者
・
荒
木
行
信
の
忠
誠
に
深
く
感
銘
し

て「
荒
」と「
深
」を
取
り
、
荒
深
小
五
郎
の
名
で
暮
ら
し
て
い
た
」

と
い
う
伝
承
が
あ
り
、
現
在
も
供
養
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

明智光秀出生の伝承

産湯の井戸と行徳岩
明智光秀の義弟の墓

明智孫十郎直経の墓

明智光秀の墓

桔梗塚
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3
名門美濃土岐氏
最後の本拠

美
濃
国
守
護
の
土
岐
氏
が
最
後
の
拠
点
と
し
た
の
が
、

大
桑
地
区
で
す
。
大
桑
に
移
っ
た
土
岐
氏
は
、
越
前
朝

倉
氏
の
居
城
一
乗
谷
に
な
ら
い
、
大
桑
城
の
城
構
え
や

城
下
町
を
本
格
的
に
整
え
ま
し
た
。
そ
の
後
斎
藤
道
三

と
の
激
戦
の
末
落
城
し
た
大
桑
城
で
す
が
、
大
桑
地
区

に
は
現
在
で
も
城
郭
の
遺
構
の
ほ
か
、
麓
に
も
土
岐
氏

と
か
か
わ
り
の
深
い
寺
社
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

道三との激戦を伝える

六万墓

土岐氏代々の菩提寺

南泉寺

土岐氏の氏神を祀る

十五社神社

大桑城下防衛の要

四国堀

南泉寺は、1517年に当時の守護・土岐政房が土岐
氏の菩提寺として開山しました。
1551年には、「心頭滅却せば火も自ずと涼し」で有
名な土岐氏出身の快

かい

川
せん

紹
しょう

喜
き

が住職となり栄えまし
た。文芸に優れた土岐頼芸の作と伝わる鷹の絵のほ
か、仁岫宗寿語録などが多数所蔵されています。

斎藤道三との戦いで戦死した人を弔う六万墓の石碑
は、四国堀の側に立っています。戦いの後に南泉寺
住職の仁

じん
岫
しゅう
宗
そう
寿
じゅ
が焼香を行ったとされており、激し

い合戦がこの地で行われたことを物語っています。

大桑城の遺構
1主郭部　古城山山頂にある大桑城の主
要部分です。
2切井戸　現在も水をたたえる井戸。落
城の際、土岐頼芸が家宝である金の鶏を
この井戸に隠したといわれています。

3曲
くるわ
輪群　北西の谷には斜面を平らにし

た「曲輪」が連なっており、陶磁器などが
出土していることから屋敷が並んでいた
と考えられています。
※その他にも、「石垣」「堀切」「竪堀」など
の遺構が残されています。

大桑城下に入る谷筋をふさぎ止めるように、幅約
8m、長さ約100mに渡って残る空堀と土塁です。
名前は、尾張、伊勢、越前、近江の4国の加勢を受
けて築いたことに由来しています。越前朝倉氏の拠
点、一乗谷城下の「上・下城戸」と同じ機能を持つこ
とから、その影響がうかがえます。

平安時代に創建された神社で、土岐氏が氏神として
崇敬しました。1540年に土岐氏が奉納した狛

こま
犬
いぬ
一

対が現存しており、狛犬の基底部には「天文九庚子
年」「奉土岐氏神」と刻まれています。

1

至はじかみ林道

至大桑

3

2

山県
歴史浪漫
　　探訪

「岐阜県中世城館跡総合調査報告書第二集」岐阜県教育委員会2003　中井均作図
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